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市
長
（左
）
と
握
手

儀旺市庁舎前にて

儀
旺
市
は
ソ
ウ
ル
市
か
ら
南
に
２０
ｍ
程
離

れ
た
所
に
位
置
し
た
京
畿
道

（日
本
の
都
道

府
県
に
あ
た
る
）
の
中
西
部
に
あ
り
ま
す
。

新
興
田
園
都
市
で
面
積
５３
Ｗ
、
人
口
は
１
１

６
、
８
０
０
人
余
り
で
す
。
最
近
は
ソ
ウ
ル

市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

同
市
の
２‐
世
紀
志
向
は

「希
望
の
都
市
、

緑
の
儀
旺
市
」
で
あ
り
、
４
つ
の
山
と
２
つ

の
湖
に
囲
ま
れ
、
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
産
業
道
路
お
よ
び
鉄
道
が
貫

通
し
て
い
る
便
利
な
交
通
網
を
活
か
し
て
、

中
枢
的
な
機
能
都
市
と
し
て
発
展
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

土
賓
ヨ
ウ
）
市
長
、
朴
市
議
会
議
長
を
始
め

行
政
の
方
々
も
国
際
交
流
、
異
文
化
交
流
に

意
欲
的
で
、
積
極
的
な
印
象
を
受
け
な
が
ら

歓
談
し
ま
し
た
。
君
津
市
民
と
同
市
民
と
の

国
際
交
流
の
端
緒
と
な
れ
ば
、
今
回
の
韓
国

訪
間
は
都
市
交
流
委
員
会
事
業
の
当
初
の
目

的
は
達
せ
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
。
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昭
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金
浦
空
港
到
着
の
際
に
は
、
花
束
を
持

っ
て
出
迎

え
て
く
だ
さ
り
、
訪
問
当
日
は
市
長
、
議
長
と
の
会

談
、
清
渓
寺
の
見
学
、
昼
食
会
な
ど
心
暖
ま
る
歓
迎

を
受
け
、
大
変
感
激
し
ま
し
た
。
清
渓
寺
で
は
、
仏

教
界
で
三
千
年
に

一
度
咲
く
と
い
わ
れ
る
ウ
ダ

ン
バ

ラ
の
花
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
市
長
、
議
長
と
共
に

い
た
だ
い
た
お
い
し
い
ウ
ナ
ギ
料
理
の
昼
食
会
な
ど

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

何
よ
り
う
れ
し
か
っ
た
の
は
、
帰
国
後
届
い
た
、

儀
旺
市
職
員
の
方
か
ら
の
手
紙
で
す
。
そ
こ
に
は
、

私
た
ち
の
訪
間
に
よ
り
、
彼
の

「日
本
や
日
本
人
に

対
す
る
考
え
方
が
変
わ
っ
た
」
こ
と
、

「日
本
語
を

一
言
も
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
恥
ず
か
し
く
、

日
本
語
の
勉
強
を
始
め
た
」
と
あ
り
ま
し
た
。
情
報

が
あ
ふ
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
瞬
時
に
世
界
中
と

つ
な
が
る
時
代
で
す
が
、
実
際
に
会

っ
て
話
す
こ
と

の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

儀 旺市 (ウィウァン市)つ て、 どんな都市 ?

事務局長 志 村 壽 昭

会
長
挨
拶

量
璽
圏
璽
卜

新
世
紀
と
な
り
、
世
界
の
国
際

交
流
は
益
々
盛
ん
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
君
津
市
国
際
交
流
協

会
も
こ
れ
ま
で
に
培

っ
た
活
動
を

有
効
に
活
か
し
て
、
更
に
有
意
義

な
活
動

へ
と
発
展
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。
平
和
な
国
際
社
会

の
交
流
を
願
い
、
こ
れ
に
役
立
ち

た
い
と
思
い
ま
す
。
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統一展望台にて

新世紀の韓国交流を思う
都市交流副委員長

中川 茂治

と言 う。 さら

に、展望台の

スクリーンに

映 しだされて

いた現在の韓

国の国勢を伝

え る ビ デ オ

は、一層、明

るいものであ

った。

金大中大統

領の掲げる近

代化政策によ

り整備 されつ
統一展望台にて

韓国 と北朝鮮の国境、北緯38° 線にある 「統一展望台」を視

韓国民俗村にて

弟兄 三瓶  小 百合

H月 10日 、夜8時半頃、韓

国の金浦空港に着きました。

気温は日本 より低かった。

風が出てきた瞬間に、故郷

に帰ったかのような感 じが

しました。ハルピンの事を

思い出し懐かしかつたです。

次の日、儀旺市市役所に行

った とき、市長 と役員達に

暖かく迎えていただきました。

韓国の有名なお寺 と昔の城

を参観 しました。南大門市

場で買い物がゆっ くりでき

なかったけれ ども、楽 しか

ったです。韓国式お風呂と

マッサージもやつてみました。

とっても気持ちよかつたです。

民俗村が、一番印象的で

した。干 し柿 と漬物用甕や

漢方薬の香 り等、私が生ま
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太ちて 安藤 美和子
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市
長
、
議
長
と
の
昼
食
会

べないようです。

ビビンバ丼から焼き肉、キムチにいたるまで、どれもとても

おいしく最高な気分で帰ってきました。おかげで 2キ ロも太っ

てしまいました。

ハングルの街を訪れて 関 日

ソウル市南大門市場にて

市場探索では慣れないハングル語での値下げ交渉を楽しんだ。

今までは近 くて遠い国であった韓国が本当に身近な国となり、

再び訪れたくなる韓国である。

カムサ 。ハムニダ
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いたる所にある
ハングル文字を
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10月 4日、君津市立大和田小学校にて中国、

韓国、タイ、フィリピンの外国人の方々に

よる異文化の授業が行われました。た くさ

んの質問や各国の歌や民族衣装の試着に子

供たちは大はしゃぎでした。

H月 12日 、日本語を学んでいる外国人35

名 (内子供12名 )と 日本人ボランテイア12

名で笠森観音、大多喜県民の森、オレンジ

ランドに行きました。ビンゴゲームやハイ

キング、オレンジランドでのみかん狩りな

ど家族的な雰囲気で楽しい一日でした。 亀

チ
Iニ

、ヽ

10月 2日 、参加者20名で高尾山ヘバスハイ

クに出かけました。あいにくの雨で予定 し

ていたハイキングコースは歩けませんでし

たが、昼食に珍 しい精進料理をいただきま

した。来年度の都市交流委員会のバスハイ

クは晴れるといいな。

1月 14日 、恒例 となりました新年の餅つ

き大会が協会事務所前で行われました。外

国人を含む参加者34名 が自分たちでついた

餅をおいしく食べました。餅つきを初めて

体験 した外国人の方は、大変喜んでいまし

た。

2月 3日 、君津市大野台で行われたどん

ど焼きにKIES会員も参加 し、春の訪れを実

感 しました。ニュージーランドから留学 し

ているルーク君 も、大きな火に驚いていま

した。

裁 ら|´■
～
仁さん

KIESで大変活躍されたスティ

関係で長野県へ転居されました。

―ブン。フィッシュさんが、お仕事の

いろいるとありがとうございました。
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H月 19日 、

講師には会員

のサイさん と

君津市内で韓

国料理店をさ

れているリー

さ ん を迎 え

て、自菜キム

チ、チヂ ミ、

ナ ム ル 、 焼

肉、牛すじ肉

のスープを教

えていただき

ました。中でも人気だったのはやはり「キムチ作 り」で参加者の

皆さんもぜひ家でも試 してみたいとの感想をいただきました。そ

の他の料理 も手軽にできるものが多 く、おい しい本場の韓国料理

を堪台旨しました。

食事をしなが ら、作ったメニューのおさらいをした り、 リーさ

んから韓国の食文化についてのお話、都市交流委員会の韓国ツア

ーに参加された西本 さん、高橋 さんか ら最新の韓国情報を聞き、

楽しい時間を過ごしました。

昨年H月 より千葉国際中学・高等学校に 3か月間の留学に来て

いたニュージーランドのルーク君 (17才 )に 対 して、 日本語教室

では日本語のレッスンを行いました。ルーク君は、日本語をどん

どん吸収 して素晴らしく上達 しました。文化は違ってもニュージ

ーランドと日本の高校生活はよく似ているといい、留学生活を楽

しんでいました。将来はニュージーランドと日本の橋渡 しをする

仕事に就きたいと言っていました。

H12年 12月 9日 、年末恒例 となりましたイヤーエンドパ

ーティーがレス トラン・ディジョンで開かれました。参加

者は外国人を含め100余名。今年は高校生たちのバン ド演

奏で始まり、食事や歓談の後、フォークダンスやプレゼン

ト交換などで盛 り上が りました。華やかな民族衣装で参加

した外国人も見られました。

H12年 10月 21日 、君津市民文化ホールで行われた生涯学

習フェスティバルに今年 も参加 しました。ステージでは平

野スリーさん、高館 ミミさんによるタイの踊 り、山田エロ

イサさん (フ ィリピン)、 ヂ水英さん (中 国)に よるスピ

ーチを行い、ロビーでは書道作品の展示会、アジアンティ

ーのコーナー等で賑わいました。周西中学校の生徒による

ボランティア協力もありました。

H12年 12月 9日 、千葉国際中学・高等学校のパソコン室を借 り

て 「初心者のためのパソコン教室」を開催 しました。参加者 12名

で2時間半の間にワープロで文書作成をした り、インターネ ット

を体験 しました。体験後、パソコンを購入 してもっと上達 したい


